
                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜川越子どもサポート新聞＞NO.６３                                            

                                          令和５年７月 

                        川越市教育委員会地域教育支援課 

 

 

５月２９日（月）に、令和５年度第１回の川越市子どもサポート本部会議が、川越市役所東庁舎

２階の教育委員会室にて開催されました。本部長として、東京国際大学の遠藤克弥氏が選出されま

した。 

 また、令和５年度の川越市子どもサポート事業について、以下のとおり確認と協議を行いました。 

① 令和５年度「川越市子どもサポート本部会議」について 

子どもサポート事業に関する総合的な啓発や各地区子ども 

サポート委員会との調整を図る。 

② 令和５年度の川越子どもサポート発表会について 

・川越子どもサポート発表会実行委員会組織について 

  実行委員長、遠藤克弥氏のもと「審査部」「運営部」「展示部」の３部会を組織する。 

・令和６年２月３日（土）午前実施（９：１５受付、９：３０開会予定） 

 ・会場：やまぶき会館 

 ・内容：子どもサポート事業の活動紹介(ｽﾗｲﾄﾞ)、代表地区の実践発表 

     「小江戸見っけ隊」の金賞作品の発表及び入選者全員の表彰、指導講評 

③ 子どもサポートコンクール「小江戸見っけ隊」について（応募等は右ページ参照） 

川越市子どもサポート本部会議の概要 

 

 

 

 

  

 【コンクールの趣旨】  

①子どもたちが、自分たちの住んでいる地区の様子について体験を通して表現し、川越市各地

域のよさを再認識できるようにする。 

②児童・生徒と地域とのつながりを一層深め、地域ぐるみで子どもたちを育てていく意識を高

める。 

 【募集は、３部門】                            

（１）作文部門・・・Ｂ４判原稿用紙で１２００文字以内         

（２）絵画部門・・・四つ切り画用紙、縦・横の向きは自由 

（３）新聞部門・・・Ｂ４判・縦長１枚、写真等を用いるのは可とするが、 

写真のみの作品は不可､パソコン等での作成も可 

 【出品規定】 出品作品・・・未発表のもの 

        出品点数・・・一人１部門につき１点まで 

        出品資格・・・川越市内小中学校児童・生徒 

【募集期間】   令和５年８月３０日（水）～９月２９日（金） 

【これまでより、締め切りが早くなっています。】 

【応募方法】   各学校もしくは地域教育支援課（市役所東庁舎１階）へ提出 

         【今年度から、作品につける応募票に掲載承諾書もありますので、 

忘れず記入してください。】 

 

○入選者全員の表彰  川越子どもサポート発表会《令和６年２月３日（土）》において 

○入選作品の展示   やまぶき会館《令和６年２月３日（土）発表会当日》 

○全応募作品の展示  川越市立美術館 

令和６年２月１６日（金） １３：００～１７：００ 

令和６年２月１７日（土）  ９：００～１７：００ 

令和６年２月１８日（日）  ９：００～１５：００ 

             【これまでより展示期間が短くなっています。】 

 ○ベスト見っけ賞（金賞）につきましては、令和６年２月３日（土）の川越子どもサポート発表

会において、ステージで発表していただきます。 

※各小中学校にも募集要項を配布してあります。 

  

 

子どもサポートコンクール「小江戸見っけ隊」 

作  品  の  募  集  に  つ  い  て 

２０年目の子どもサポート事業スタート 
   平成１６年度に２地区をモデルとして始まった子どもサポート事業が、２０年目を迎えました。 

各地区で、第１回子どもサポート委員会が開催され、組織の編成と今年度の活動内容、予算等が

確認されました。 

今後、各地区の特色を生かした子どもサポート事業が、それ 

ぞれの計画に基づいて展開され、学校や地域で、子どもたちが 

生き生きと活動できますように、皆様の更なるご協力を、よろ 

しくお願いいたします。 

 このサポート新聞「ひと、ホット、ほっと！」では、本事業 

に係る会議等、および各地区の活動の様子についてお知らせし 

ます。 

 

鯨井さつまいも植え付け祭【名細】 
令和 5 年 6 月 4 日（日） 

子どもサポート事業における新型コロナウイルス感染症対策について 

令和５年３月２０日改定の「新型コロナウイルス感染症防止対策ガイドライン～子どもサポート

事業 ver.６～」については廃止します。 

今後は、「５月８日以降の市有施設及び市主催イベント等における基本的な感染対策」を大枠の

参考として、各地域でサポート事業を進めていくこととします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校応援団活動」と「地域の特色を生かした活動」の紹介 

福原地区 あいさつ運動 
 ５月１７日（水）に、福原小学校前で「あいさつ運動」を実施しました。 

福原小学校前と福原中学校前で、毎月 1回ずつ行う予定です。 

霞ケ関地区 霞ケ関南小学校「サツマイモ苗植え」 
５月１７日（水）に、霞ケ関南小学校５年生が、サツマイモの苗の植え付けに 

挑戦しました。子どもサポート委員が交通安全確保と苗植えの支援を行いました。 

霞ケ関地区 霞ケ関小学校「公園あそび」 
５月１９日（金）に、霞ケ関小学校１年生が、公園あそびに行きました。 

子どもサポート委員が交通安全確保と活動中の見守りの支援を行いました。 

中央北地区 ジュニアリーダーとたくし公園であそぼ！ 
５月２１日（日）に、濯紫公園で、ジュニアリーダーを中心に、 

小学生が楽しいゲームで思いっきり遊ぶことができました。 

南古谷地区 農業体験（田植え） 
５月２８日（日）に、牛子小学校と南古谷小学校の児童と保護者が、 

田植えを行いました。子どもたちは、泥んこになりながらも、楽しく 

取り組むことができました。 
名細地区 世代間交流子どもサポート事業「さつまいも植え付け祭」 
６月４日（日）に、鯨井自治会と共催で実施しました。広々とした畑で、 

一家族で１区画ずつ、苗を植えました。 
高階地区 高階地区５校区ドッジボール大会 

 ６月１７日（土）に、青少年を育てる高階地区会議と共催で、高階西中学校 

体育館において開催されました。各コートで熱戦が繰り広げられました。 
中央北地区 まが玉を作ってみよう！ 

６月２４日（土）と２５日（日）に、北公民館を会場として、子どもたちが 

「まが玉」づくりを行いました。子どもサポート委員の皆様に教えていただき 

ながら、真剣に製作に取り組み、素敵な作品を作ることができました。 

山田地区 あいぞめ体験教室 

７月１日（土）に、山田公民館を会場として、子どもたちが、 

生の藍の葉で作った染料を使ってオリジナルのハンカチを作りま 

した。子どもたちは、美しい染め上がりにとてもうれしそうでした。 

名細地区 子どもサポート講演会 

７月１日（土）に、名細公民館を会場として、「不登校ってどう 

いうこと？～現状を知り、私たち大人にできることを考える」を 

テーマに講演会を開催しました。 

中央南地区１２月７日（水）

泉小学校「昔あそび」 

芳野地区１２月１８日（日） 

「みんなで遊ぼう」 

山田地区１２月２６日（月） 

「まが玉づくり」 
 

名細地区１２月２６日（月） 

「門松づくり」 
霞ケ関地区１２月２６日（月） 

「バルーンアート」 

中央南地区１月１７日（火） 

泉小学校「凧づくり」 

中央南地区１月２０日（金） 

新宿小学校「昔遊び」 
中央南地区１月２４日（火） 

大塚小学校「凧づくり」 
霞ケ関地区１月２７日（金） 

霞ケ関小学校「凧あげ」 

中央北地区 
２月５日（日） 

「冬の広場で 
あそぼ！」 

霞ケ関地区 
２月８日（水） 

霞ケ関小学校 
「霞ケ関の話 
を聞く会」 

霞ケ関地区 
２月１７日（金） 

霞ケ関西小学校 
「持久走大会」 

霞ケ関北地区 
３月１２日（日） 

霞ケ関東小学校 
「子どもあそび 
フェスティバル」 

昨年度１２月から３月 
今年度のこれまでの活動 


